
大量の情報を瞬時に伝え大量の情報を瞬時に伝え
誰もが便利・快適に利用できる誰もが便利・快適に利用できる
次世代ネットワーク技術次世代ネットワーク技術

戦略重点科学技術（７）
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戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： 次世代ネットワーク基盤技術に関する研究開発 【総務省】施策名： 次世代ネットワーク基盤技術に関する研究開発 【総務省】

平成２２年度対象予算案： ２,５３７百万円

（平成２１年度対象予算： ２,６１７百万円）

実施期間： 平成１８～２２年度

（予算総額： １９,８００百万円）

光・モバイルに対応した
ネットワーク統合制御環境

OPTICAL CORE

次世代ネットワーク

次世代ネットワーク高
性能適応制御
技術の研究開発

次世代ネットワーク共
通基盤技術の
研究開発

○ユビキタスネットワーク社会の基盤となる
次世代ネットワークの国際展開を、国際標準
化を通じてリードしていくため、以下の高度化
技術の研究開発を総合的に実施する。

①次世代ネットワーク共通基盤技術の研究
開発

②次世代ネットワーク高性能適応制御技術
の研究開発



戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： フォトニックネットワーク技術に関する研究開発 【総務省】

20

戦略重点科学技術（７） 大量の情報を瞬時に伝え誰もが便利・快適に利用できる次世代ネットワーク技術

施策名： 移動通信システムにおける周波数の高度利用に向けた要素技術の研究開発

【総務省】

平成２２年度対象予算案： ３,７３３百万円

（平成２１年度対象予算： ３,６０２百万円）

実施期間： 平成１８～２６年度

（予算総額： ３２,３００百万円）

○多様化・増大しつづける通信需要に対応し、
ネットワークの大容量化・高機能化・省電力化
を図るととともに、将来のオール光通信実現に
向けた基盤技術の確立を目標として、以下の
課題につき、戦略的に研究開発を行う。

(１)光パケット・パス統合ノード技術
(２)革新的光ファイバ技術
(３)光波長ユーティリティ技術
(４)光波長アクセス技術
(５)広域加入者系光ネットワーク技術
(６)ユニバーサルリンク技術
(７)全光ネットワーク基盤技術
(８)極限光ネットワークシステム技術

多様化するサービスやコンテンツに柔軟に
対応し、エンドユーザ間で大容量通信がで
きる超高速フォトニックネットワークを低消
費電力で実現するための要素技術を開発

平成２２年度対象予算案： ３,６８３百万円

（平成２１年度対象予算： ３,５７８百万円）

実施期間： 平成１９～２４年度

○携帯電話のデータ通信量は飛躍的に
増加しており、今後更に増加が予想さ
れることから、現在の約千倍の伝送速
度を実現する超高速移動通信システ
ムや、最適なシステムへの切替えによ
る高信頼で効率的な移動通信システ
ムの実現に向けた要素技術等の研究
開発を行い、周波数の更なる有効利用
を図る。

次世代移動通信
システムの周波数
高度利用技術

周波数の有効利用の実現

第４世代移動通信シ
ステム基地局高度化
技術

基地局間協調制御システム基地局間協調制御システム基地局間協調制御システム基地局間協調制御システム

同一無線ネットワーク協調制御技術同一無線ネットワーク協調制御技術 異なる無線ネットワーク協調制御技術異なる無線ネットワーク協調制御技術

場所や状況に関係場所や状況に関係
なくブロードバンなくブロードバン
ドサービスを享受ドサービスを享受
できる技術できる技術

次世代Wireless
Internet NW

3GPP2
セルラーNW 無線ＬＡＮ

NW

４G移動通信
システムNW

BWA
システムNW

3GPP
セルラーNW

次世代Wireless
Internet NW

3GPP2
セルラーNW 無線ＬＡＮ

NW

４G移動通信
システムNW

BWA
システムNW

3GPP
セルラーNW

ビル陰等においても10Gbps
の超高速通信を実現

超高速移動通信シ
ステムの実現に向
けた要素技術


